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１　私たちは、今回、明星工業を被告とし
て、石綿ばく露の損害賠償を求める訴訟を
起こしましたが、その理由について述べさ
せていただきたいと思います。
２　今回、訴訟を起こすにあたり何度も思
い出したのは、亡くなった河野きよしさん
のことです。河野さんは、関東の確か千葉
県の生まれで、東京でテキ屋の手伝いのよ
うなことをしていたのですが、訳あって大
阪に来たのだそうです。私は、西成の町で
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彼と知り合いました。私は、以前から明星
工業、コーワの仕事をしていましたが、明
星工業においてＪＲの石綿除去の仕事が始
まるにあたり、彼をこの仕事に誘ったのは
私でした。以後、河野さんは、ずっとＪＲ
車両の石綿除去の仕事を続け、平成15 年
頃に亡くなりました。私はその知らせを金
沢のＪＲ松任工場で聞きました。
河野さんが体調をこわし、セキや痰がは
げしくなったのは亡くなる２、３年前だっ
たと思います。私は、彼に対し、「鉄道の
仕事をしていて体がおかしくなったんだか
ら、鉄道病院に行ったらどうだ。」とアド
バイスしました。彼は、天王寺にある大阪
鉄道病院に行き、その後入退院を繰り返す
ようになりました。そんな彼がようやくじ
ん肺の管理４で労災認定されたのは亡くな
る１年ほど前で、労災が認定されるまで何
回も私のところにも相談に来ていました。
その後、彼は奥さんの郷里に行き、そこで
亡くなったということです。彼は、自分が
石綿の仕事をするきっかけになった私に恨
み言ひとつ言いませんでしたし、反対に、
仕事でいくらか金ができたのは竹中さんの
おかげだと言っていました。思い出すと本
当につらいです。
明星工業は、石綿の危険性を十分に知り
ながら、私たちに本当のことを教えません
でした。河野さんは、明星工業でＪＲ車両
の石綿除去の仕事をするまで石綿に関係す
る仕事はまったくしていませんでした。そ
の彼が石綿除去の仕事を始めて２０年足ら
ずで、苦しんで死んでいった姿を忘れるこ
とは決してできません。今回の裁判には、
このように石綿の仕事に殺されるように死
んでいった彼のためでもあります。
私が石綿の危険性を真剣に考えるように
なったのは河野さんのことがあってからで
す。いわゆるクボタショックがあり、明石

さんが自分の体調の変化を関係機関に相談
したことをきっかけに労災認定され、私も
明石さんの紹介で同じ診療所に行き労災認
定されました。河野さんのことやクボタ問
題がなければ、石綿ばく露被害が自分自身
に起こっていることだと私たちが考えるよ
うになるには、もっともっと時間がかかっ
たのではないかと思います。
３　また、ＪＲ車両の石綿除去の仕事には
たくさんの西成の日雇い労働者が入りまし
た。河野さんは責任者になっていきました
から、河野さんが声をかけて労働者を集
め、そのまた伝手でという形で、結局、何
千人という西成の労働者が石綿除去の仕事
をしたと思います。私や明石さんが自分の
名前を出して明星工業を訴えたのは、そう
した西成の日雇い労働者たちに私たちの名
前を聞いて気がついてもらいたいというこ
ともあります。彼らに石綿被害の事実を
知ってもらいたいのです。
今、人知れず、情報もなく、苦しんでい
る昔の同僚がきっといる。その人たちに石
綿が引き起こす病気のこと、労災補償を受
けられること、そのような石綿曝露被害を
起こした責任が明星工業にあることを知っ
てもらいたい。また、私たちが働いたのは
ＪＲ西日本の五つの工場でしたが、日本全
国には同じような工場がもっとあるはず
で、同じ仕事をした労働者がもっといるは
ずです。その人たちにも石綿ばく露被害の
ことを知ってもらいたい。そのための裁判
でもあるのです。
４　私はＪＲ以外の会社の現場にも行きま
したが、たとえば、関西電力のようなとこ
ろでは、はじめに１日かけて必ずしっかり
安全教育をします。しかし、ＪＲの現場で
は、明星工業は安全教育というものを何も
しませんでした。非常に危険な石綿を扱わ
せるにもかかわらずです。今考えると本当
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に信じられないことだったのです。
明星工業は、私たちのことを知らないか
のように言っているということ　ですが、
絶対にそんなことはありません。私たち
は、明星工業のヘルメットをかぶって明星
工業の仕事を一生懸命にやりました。危険
な仕事をそれと教えずにさせておいて病気
にさせながら、知らない、責任もないとい
う会社をそのままにしておいていいので
しょうか。
５　私や明石さんの症状は徐々に悪くなっ
ているようです。裁判所が一日も早く、明
星工業の責任を認め、私たちや西成から石
綿除去の仕事に出かけた多くの同僚たちの
救済を現実のものとしていただけることを
切に願ってやみません。

以上。
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爆発！ 拡大するアスベスト被害、
クボタショックから２年、そして、これから…

格差と隙間のない補償と救済、
アスベストのない社会の実現をめざし、
被害者と支援者の思いがつながった。

編集／『明日をください』出版委員会
発行／アットワークス
Tel:06-6920-8626 Fax:06-6944-9807
（http://www.atworx.co.jp/works/pub/ashita.html）
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（国労働社会研究所　機関誌「労働社会」
2008 年2 月号より　翻訳：中村猛）
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各分野の最新情報の提供、動向の解説、問題提起や全国各地・世界各地の状況など、他では

得られない情報を満載しています。●申し込み：Tel03-3636-3882/Fax:03-3636-3881
 E-mail:joshrc@jca.apc.org URL:http://www.jca.apc.org/joshrc/
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